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近づけば 危険も近づく 車間距離

信号待ち車への追突が多い
漫然運転、わき見運転に注意しましょう

前の車が・・・急に 「止まるかもしれない」
前の車が・・・急に 「曲がるかもしれない」

渋滞中・・・のろのろ運転でも、車間距離を詰めないようにしましょう

確認してから・・・ハンドル操作
すべての操作は・・・必ず、確認してから行いましょう

子どもの飛び出し、高齢者の横断に警戒しましょう

道路わきの・・・自転車、歩行者に注意しましょう

～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

札幌 軽乗用車が崖下に転落
10～15メートル転落、男性死亡
ガードレールのない緩やかなカーブ

◇『カーブ』の手前は・・・十分に、「スピード」を落として走行しましょう◇
◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇

◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇
２０２４／０５／０３（金）

３日午後２時ごろ、札幌市南区真駒内で、軽乗用車が市道からはみ出して１０～１５メートルほどの崖下に転落
しました。この事故で、運転していた４０代の男性が病院に搬送されましたが、全身を強く打っており、およそ２
時間後に死亡しました。現場は札幌芸術の森美術館から２キロほどのガードレールのない緩やかなカーブの市道
です。警察は当時の詳しい状況などを調べることにしています。

大型トラックが電光掲示板に突っ込む
掲示板は根元から折れて道路ふさぎ通行止めに

トラック運転手の20代男性が軽傷
◇『わき見運転』、『漫然運転』はせずに、危険意識を持って、『運転に集中』しましょう◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２４／５／３（金）

３日午前１０時すぎ、埼玉県の国道で、大型トラックが渋滞情報を知らせる電光掲示板に突っ込みました。この
事故で、トラックを運転していた２０代の男性が足にけがをして病院に運ばれましたが、軽傷だということです。
倒れた電光掲示板は片側２車線の道路をふさいでいて、現在も撤去作業が行われています。

「酒が残っていることは分かっていた」
基準値の10倍 飲酒運転の疑い男を逮捕

ディスカウントストア駐車場の車止めに衝突
◇「残酒」・・・「昨日の酒」が残っているかもしれない◇
◇飲酒運転で、「捕まった者、事故を起こした者」は、◇

◇「自分だけは捕まらない、事故を起こさない」と思っていた◇
２０２４／５／５（日）

５日午後１時すぎ、福岡県にあるディスカウントストアの駐車場に入ってきた乗用車が車止めに衝突しました。
事故の目撃者からの通報を受け、駆けつけた警察官が車を運転していた男（５３）の呼気を調べたところ、基準値
の１０倍近いアルコールが検出されました。警察の取り調べに対し、容疑者は「運転するときに頭がボーっとして
いたのでお酒が残っていることはなんとなく分かっていた」と容疑を認めているということです。また、警察に
対して４日の夜自宅で飲んだと話しているということです。


